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デモテック戦略特別委員会記録【未校正】

○調査の経過

午前 時 分開議

ただいまの出席委員数は８名。定足数に達していますので、会議は成立します。

ただいまから、デモテック戦略特別委員会を開会します。それでは、本日の委員会はサ

イドブックスに登載した協議事項に従って進行いたします。初めに協議事項の２、令和５

年度第２回市民との意見交換会における御意見・御要望の調査についてです。11 月 11 日

に行われました市民との意見交換会の中では、デモテック戦略の取組についての質疑応答

の時間を設け、市民の皆様から直接ご意見をお伺いすることが出来ました。配付資料のと

おり、デモテック戦略特別委員会へは２件の御意見・御要望がございました。１件ずつ協

議を行い、回答を作成したいと思います。１件目の御意見について、有事の際、集まれな

いときのためのデモテックはいいが、今後どのように継続していくのかという御意見でし

た。この御意見に対して、委員の皆様から御意見ございませんか。

○招 集 日 時 令和５年１２月 ５日（火）本会議散会後

○招 集 場 所 取手市議会議場

○出 席 委 員 委 員 長 落 合 信 太 郎

副 委 員 長 海 東 一 弘

委 員 鈴 木 三 男

〃 関 川 翔

〃 石 井 め ぐ み

〃 入 江 洋 一

〃 赤 羽 直 一

〃 遠 山 智 恵 子

○欠 席 委 員 なし

○出席説明員 なし

○職務のため

出席した者

議 会 事 務 局 長

議 会 事 務 局 次 長 澤 部 慶

議 会 事 務 局 長 補 佐 小 笠 原 一 裕

議 会 事 務 局 主 事 髙 橋 賢 人

○調 査 事 件 （１）令和５年度第２回市民との意見交換会におけるご意見・ご要望の

調査について

（２）投票システムによる模擬投票について

（３）デモテック戦略特別委員会におけるこれまでの取組について

（４）その他
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赤羽委員。

○赤羽委員 今後は何か有事のときに備えるために、このデモテックを進めていくという

方針でいいのではないかと思います。それから、有事のときそのほかに、オンライン等で

会議したほうが効率的な場合も、その範囲に入れてもいいかと思います。

○落合委員長 ありがとうございます。そのほかございませんでしょうか。

入江委員。

○入江委員 有事のときというのはそんなしょっちゅうないと思うんで、それに備えて議

員おのおのがその時使えるように、慣れるように、日頃から努力をするということです。

○落合委員長 ありがとうございます。ほかはございませんでしょうか。――それでは、

１件目の御意見に対しては、なしと認めます。

次に、２件目の御意見については、地方自治法が時代に入っていない、法改正を進める

動きをしてほしいという御意見でした。この御意見に対して、委員の皆様から御意見ござ

いませんか。

赤羽委員。

○赤羽委員 既に取手市議会では視察を受ける際に、地方自治法の改正を求める意見書を

国に出していただくよう、視察にいらっしゃった各自治体にお願いしております。

○落合委員長 ありがとうございます。石井委員――同じ意見ですね、承知いたしました。

そのほかございませんか。――なしと認めます。それでは、１件目については、有事の―

―有事に備えるために、デモテックを今後進めていくという方針と、またそのほかオンラ

インで有効であるものであれば、その範囲にも含めていくと。また、日頃からこのタブレ

ットですとかデモテック、こういった機器に――機器というか、しっかり慣れておくよう

な、平時にもしっかりと行っていくということの意見が出ましたが、そのような内容でよ

ろしいでしょうか。２件目でございますが、既に取手市議会では全国から視察をお受けし

ておりますが、その際に来ていただきました自治体のほうに、この地方自治法の改正を求

める意見書の提出を促進しておりますので、今後これもまた継続していくというような内

容でよろしいでしょうか。――今回、今申し上げました内容を基本として、詳細は委員長

に御一任していただき、調査経過を中間報告としたいと思いますが、これに御異議ござい

ませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○落合委員長 異議なしと認め、そのように決定します。

続いて、協議事項の３、投票システムによる模擬投票についてです。４月７日にデモテ

ック戦略特別委員会の中で模擬投票を行い、委員の皆様から様々な意見をいただきました。

その後、東京インタープレイ株式会社様により、委員の皆様からいただいた意見が反映さ

れたシステムの開発・検証が進められてまいりました。ここで一旦休憩し、その投票シス

テムによる模擬投票を実施したいと思います。

休憩します。

午前 時 分休憩

午前 時 分開議



- 3 -

○落合委員長 再開します。休憩中に、投票システムによる模擬投票を実施いたしました。

委員の皆様から様々な意見をちょうだいいたしました。例えば、タブレットで入力時に周

りから見られるのではないか、名前の表記をランダムにする、押したときに――際に色が

変わるなどありますが、その辺しっかりまとめさせていただいて、インタープレイ様のほ

うにお届けさせていただければと思います。そのほか、何か意見ございますでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○落合委員長 なしと認めます。

続いて、協議事項の４、デモテック戦略特別委員会におけるこれまでの取組については

――ついてを議題といたします。令和２年９月にデモテック戦略特別委員会が設置されて

から、委員会として様々な取組を行ってまいりました。配付資料のとおり、これまで委員

会において協議・検討した内容をまとめました。この内容について、何か御意見ございま

せんか。――なしと認めます。それでは、配付資料の内容を基本とし、内容は委員長に一

任していただき、委員会として中間報告したいと思いますが、これに御異議ございません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○落合委員長 異議なしと認め、そのように決定します。なお、審査過程において、地方

自治法の改正をはじめとした残された課題については、次の任期の皆様に引き継ぎたいと

思います。それでは、配付資料の内容に――失礼しました。

続いて、協議事項の５、その他です。議長や委員の皆様から何かございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○落合委員長 なしと認めます。事務局から何かございますか。――なしと認めます。そ

れでは、デモテック戦略特別委員会を閉会します。

午後 時 分散会

取手市議会委員会条例第 31 条第１項の規定により署名又は押印する。

デモテック戦略特別委員会委員長


